
③急性参照用量（ARfD）の設定のための試験

FDAは、前回のSC会合の議論を踏まえて修正して作

成したCPをさらにEUの意見を取り入れて修正し、安

全性EWGを再設置し、ARfDの設定のための試験を新

たなトピックとして検討することを提案した。

SCは、この提案を了承し、FDAを座長とする安全性

EWGを本年６月１日までに設置し、GL案作成のために

１回以上EWGを開催することを指示した。

（4）ガイドラインの改正作業

① GL18（不純物：新動物用医薬品、活性成分、賦形

剤中の残留溶媒）の改正：SCは、品質EWGに対し

電子的に作業を進めるよう指示した。

② GL23（ヒト食品中残留動物用医薬品の安全性評価

試験：遺伝毒性試験）の改正：OECDのGLが最終版

とされてから作業を開始することとした。

③ GL33の改正：2（1）のとおり改正した。

④ GL36（ヒト食品中残留動物用医薬品の安全性評価

試験：微生物学的ADI設定のための一般的アプロー

チ）の改正：SCは、本年４月15日までに専門家を指

名し新EWGを設置すること及びFDAのフェルナンデ

ス氏（GL36作成時のTF座長）を座長とし、必要が

あれば９月に会合を開催することを了承した。

（5）第４回VICH公開会議

2010年６月24及び25日にOIE本部（パリ）で開催され

る予定であることを確認し、科学的プログラム案の内

容を検討した。検討の結果、活発に活動を行っている

EWG、VICH活動の将来のビジョンなどを中心にプログ

ラム案を修正した。プログラム案を今後さらに電子的

に検討し、次回SC会合で講演者を決定することとした。

（6）VICHフェーズⅡ戦略

①新規トピック：EUから安定性試験の統計的評価の

ガイドラインの作成が提案され、討議の結果、EU

が次回SC会合に討議文書を提出することとした。

② VICH国際調整委員会：VICHの国際的貢献の改善を

目的とするAd hocグループ（構成員はSCメンバー）

を結成し、９月第１週にワシントンで会合を開催す

ることとした。

③ OIEとVICHのパートナーシップの強化：OIEは、今

後の活動の中でVICHとの関係を強化することを要

望し、JMAFFはこれまでの各地域における活動を評

価した上で取組みを開始すべきであると述べた。

（7）次回会合の日程及び場所

次回第23回会合は、神戸で2009年11月５及び６日に

開催する予定とされた。
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    研究� 調査研究紹介
当所職員（他機関との共同研究を含む。）が学術集会及び学術雑誌に発表した調査研究報告を紹介します。

◆学術集会発表

発表学会・研究集会名 演　　題 氏　　名

平成20年度日本獣医師会学会年次大
会 （H21.1.23）

2006～2007年度での国内の野外犬に
対するErysipelothrix属菌に対する抗
体調査

高橋敏雄、小川孝、成嶋理恵、内山
万利子、嶋h洋子、小佐々隆志、（原
田和記、）嶋h智章

◆誌上発表

発　表　誌 発　表　題　名 氏　　名

注：氏名欄（ ）は所外機関所属者

注：氏名欄（ ）は所外機関所属者

Microbiology and Immunology
53, 107 - 111, 2009

Prevalence of Antimicrobial resistance
among serotypes of Campylobacter jejuni

isolates from cattle and poultry in Japan

（原田和記、）小澤真名緒、（石原加奈
子、）小池良治、浅井鉄夫、（石川整）

平成20年度日本獣医師会学会年次大
会 （H21.1.23）

家畜衛生分野における薬剤耐性に関
する全国実態調査

浅井鉄夫、（原田和記、）高橋敏雄

第24回日本環境感染症学会総会シン
ポジウム （H21.2.28）

２．動物に使用される抗菌性物質と
耐性菌

浅井鉄夫
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